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学生が企業などで研修生として働き、
就業体験を積む制度のことです。

事前研修を行う「インターンシップＡ」と、
企業や官公庁などで就業体験を行う「インターンシップＢ・C」から構成されています。

2022年度 インターンシップ担当教員

平沢　太郎

余川　弘至

中村　研一

藪内　一博

奥居　　哲

長坂　保典

後藤　英雄

神田　昌枝

工学部

経営情報学部

国際関係学部

機械工学科

都市建設工学科

建築学科

応用化学科

情報工学科

ロボット理工学科

電気電子システム工学科

宇宙航空理工学科

澤村　隆秀経営総合学科

和田　知久国際学科

越川　次郎

柳　　朋宏

三摩　真己

坂本　　剛

森田　朋子

人文学部

応用生物学部

生命健康科学部

現代教育学部

日本語日本文化学科

英語英米文化学科

コミュニケーション学科

心理学科

歴史地理学科

岩崎　雄吾

程木　義邦

三島　　敏

応用生物化学科

環境生物科学科

食品栄養科学科 食品栄養科学専攻

山本　幸也生命医科学科

多治見里美

古市真智子

幼児教育学科

現代教育学科

伊藤　　睦
岩堀　祐之

仁川　栄寿

工学研究科

経営情報学研究科

建設工学専攻

情報工学専攻

経営情報学専攻
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★インターンシップについて分からないことがある時は、インターンシップ担当教員またはキャリア支援課に相談してください。

　インターンシップＡでは、インターンシップの意義やビジ
ネスマナー、社会人として必要とされる基本的知識など、
研修に参加する上で必要な知識や心構えを学びます。
　インターンシップＢでは、原則として2週間（実働10日
間）、インターンシップCでは、原則として1週間（実働5日
間）、企業・官公庁等にて研修を受けます。インターンシッ
プBでは、複数の研修先に行き、研修日数を合算すること

でも単位認定の対象となります。（インターンシップＢ・Cに参
加するためには、インターンシップＡを履修し、単位を修得す
ることが必要です。）
　研修先は、企業や官公庁、各種団体の中から選択するこ
とができます。研修後はインターンシップを振り返る「個別
フィードバック面談」「事後研修会」への参加が必須です。

インターンシップとは

中部大学のインターンシップ科目

　本学では、主に学部3年生を対象とするインターンシップ科目を設置してい
ます。ほとんどの学部学科で正課の科目となっており、単位が認定されます。
　インターンシップは、さまざまな体験や社会人の方々との出会いを通じ
て 「働くこと」に対する理解を深め、「自己理解」にも役立てることができる
有意義なプログラムです。
　ここでの経験は、みなさんの将来の生き方に対する指針を与えてくれる
ものになるでしょう。


